
発明の名称：
デブロモラウリンテロールからなる香料

バ 10ページ

利用・用途・応用分野

食用・工業用のエタノール生産、バイオテクノロジー・バイオマス利用

目的・課題 解決ポイント

微生物でエタノール発酵生産できる
のはザイモモナス属細菌のみである
が、エタノール耐性や温度耐性、利
用可能な糖が限定されている。この
ため酵母に劣り、工業的利用が進ま
なかった。今後需要の急増が見込ま
れるエタノール発酵生産技術におい
て、適用可能な熱耐性を持った微生
物の出現が待たれている。

高温条件下の熱帯地域に生息する
発酵微生物ザイモモナス・モビリス
（以下Ｚｍ菌と略す）株に着目。単離・
株化されたＺｍ菌の複数株に、３０℃
から４０℃の増殖能とエタノール生産
能が確認。特定の株が３７－３９℃と
いう過酷な温度条件下でも高い増殖
能とエタノール発酵生産能力を有す
ることを見出した。それら菌株を用い
るエタノール発酵生産。

研究概要・アピールポイント
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◆３７－３９℃と高い温度条件
でも効率よくエタノールを
発酵生産できる。

◆発酵装置の冷却コストの
低減、他種の微生物の
コンタミネーションの低減、
発酵速度の増大など
エタノール発酵生産のコスト
削減と効率化達成可能が
期待できる。

◆食品用・工業用を問わず
効率的にエタノール生産が
可能。
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